絶対主義時代のドイツにおける小国の理念と現実-エルンスト敬虔公治下のゴータ侯国- by 千葉,徳夫
絶対主義時代のドイツにおける小国の理念と現実
　一エルンスト敬慶公治下のゴータ侯国一
千　葉　徳　夫
　近年ドイツの国制史研究に見られる顕著な傾向の一
つは，様々な問題をはらみながらもヨーロッパ統合が
現実のものとなりつつある現状のもとに，19世紀後半
から20世紀前半にかけての国民的近代権力国家の段階
を飛び越して，現代と1800年以前の時代との構造的近
親性に強い関心が寄せられ，それとともに小国のアス
ペクトが前面に押し出されてきたということである。
すなわち緩やかな開かれた国家統合，地方主義，自
治，および環境といった諸問題に寄せる関心から，神
聖ローマ帝国の仕組みが，それとの構造的関連におい
て領邦国家とその身分制的国制が，またその行政と社
会的規律化が，そして19世紀後半一20世紀の前半の断
絶によって忘れ去られていた近世の政治思想が「現代
国家思想の土台」として研究されているということで
ある。ドイツにおける国家形成の基本的特徴は小国分
立であり，プロイセンはむしろ例外的現象であるとい
うこと，あるいは少なくとも小領邦なくしてはドイツ
国制史は語りえないということは，今日共通の認識に
なっているように思われる。またこの場合大きな研究
成果を挙げているのは，主に近世の政治・社会思想の
分野であり，そこではこれまでほとんど知られなかっ
たか，あるいは全く無視されてきた，主としてプロテ
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スタソト系小領邦の多数の学識者の著作が発掘され，
改めて評価されている。これに対し，個別領邦の実証
的事例研究は未だしの感がある。しかしそれはこうし
た思想史的研究を補い，より具体的な歴史像を得る上
できわめて重要であるように思われる。
　大略以上のような問題関心から私が事例研究の対象
とした，中部ドイツ・テユーリンゲン地方におけるゴ
ータ侯国は，17世紀のドイツにおいて最も模範的な小
国であった。その君主エルンスト敬虞公はクロムウエ
ルによってヨーロッパの三明君の一人と讃えられたほ
ど，その名が広く知れ渡り，また彼を取り巻く人々の
なかにも著名な人物がいた。中でも重要なのは，ドイ
ツ行政学の創始者として近年改めて評価されているゼ
ッケンドルフである。彼はこどもの時分にエルンスト
敬慶公に見いだされ，やがて宰相に登用された。彼が
その体験に基づき，ゴータをモデルとして著した統治
・行政論の名著『ドイツ君主国』は，まさにエルンス
ト敬慶公の統治の模写あるいは文字に記されたこだま
とでもいうべきものである。そこで私は本研究におい
てまず，この『ドイツ君主国』をはじめとするゼッケ
ンドルフの膨大な著作を丹念に検討し，そこに示され
た小国の基本的理念を把握し（拙稿「絶対主義時代の
ドイツにおける小国の理念」，法律論叢64巻5・6号，
73～143頁参照），ついでその整理に基づきエルソスト
敬慶公のきわめて包括的な内政活動とゴータ侯国の国
家の仕組みを具体的に明らかにすることに努めた。そ
の手始めとして，わが国においても公教育制度の端緒
としてつとに教育学者の関心を引いてきたエルンスト
敬慶公の教育・学校政策を取り上げ，17世紀のルター
派に典型的なキリスト教的・実践的統治理念の現実を
解明した（拙稿「17世紀ゴータ侯国のお上と教育」法
律論叢63巻4・5号，387～433頁参照）。なお本研究
はまだ完結しておらず，今後，保健衛生・福祉政策，
統治・行政の中心としての宮廷の構造と機能，および
こうした統治・行政的側面と法治主義との関係や身分
制議会など個別的問題に関し順次研究成果を発表して
いきたい。
一36一
